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遺言有効の主張に対する医学的反論法 （D2001Q） （60分） 10,000円＋税 15,000円＋税

氏 名 生年月日 年 月 日

お届け先
住 所

〒 － （ 自宅 ・ 事務所/会社 ）

事務所名
会 社 名 業 種 役 職

所長 ・ 経営者 ・ 取締役
その他（ ）

お届け先
Ｔ Ｅ Ｌ

－ － （ 自宅 ・ 事務所/会社 ） Ｆ Ａ Ｘ － －

Ｅ－ｍａｉｌアドレス必須
［ご注文受付の確認メールをお届けします］ ＠

お申し込みは簡単

今すぐＦＡＸで!!

【申込方法】御希望に○印をつけてＦＡＸにて申込ください。

【支払方法】代金引換 【お届け】10日前後。レガシィより直接お送りさせて頂きます。 ＜Ａ－ＥＪ０７２１＞

https://www.legacy-cloud.net

ご提供いただいた個人情報は、弊社のサービス向上に活用させていただくほか、今後のお客様への情報提供・
サービスのご提案に利用いたします。

裁判官を説得する医学的反論法

『遺⾔有効の主張に対する医学的反論法』
【講師】 牧野リハビリテーション病院 医師 中嶋 浩二 氏

第１部 医療記録の収集・分析
・遺言能力「３つの基準」
・収集すべき医療記録・資料
・医療記録の分析

①主治医による診断 ②症状の経過
③スクリーニング検査 ④画像検査

「遺言者のもの忘れは、認知症の症状ではない。単なる老化」

「画像上、脳の萎縮を認めるが、老化によるもので

アルツハイマー型認知症の所見とはいえない」

「アルツハイマー型認知症と診断を受けていたが、

遺言作成当時の重症度は軽度であったため、遺言能力はあった」

全国100近い法律事務所から調査・鑑定依頼を受ける講師が、「認知症の有無と程度」に焦点を当
てて、医療記録の収集と分析の仕方、遺言有効の立場からの主張例に対する医学的な反論方法
を、最新医療・医学情報を交えて分かりやすく解説。また、診断書や意見書取得の際に主治医の協
力を得るためアプローチ方法についても披露します。

弁護士先生の実務に役立つ専門情報をお届けします

・Alzheimer型認知症の診断・重症度評価
・観察式の重症度評価：FAST
・主治医意見書
・認定調査票
・公正証書への署名の扱いについて
・第２部 医師へのアプローチ方法

［2020年１月発売］
動画 or 音声セミナー

【付録】収集すべき資料のチェックリスト、遺⾔有効の主張への医学的反論集

この主張に
どう反論する？


